
Ⅰ　製品紹介
経口プロスタグランジンE1誘導体製剤
｢プロレナール｣

Ⅱ　一般演題〈18：30～19：30〉
座長　山口大学大学院医学系研究科　小児科学分野

准教授　長谷川俊史 先生

１．長時間作用型吸入抗コリン薬が有効と思われた
ANCA関連血管炎症候群の一例

山口大学医学部 地域医療推進学講座１），
山口大学大学院医学系研究科　器官病態内科学分野２）

○中村浩士１），久保　誠２），福田聖子２），
松﨑益德２）

２．生物学的製剤を用いた強直性脊椎炎の治療経験

山口大学大学院医学系研究科　整形外科学分野
○徳重厚典，伊達　亮，今釜　崇，田口敏彦

３．腹部エコーが診断の端緒となった大動脈炎症候
群の14歳女児２例

社会保険徳山中央病院　小児科
○内田正志，小林聡子，橋本邦生，堀田紀子，

立石　浩，藤田京子

４．耳下部および眼周囲の紅斑で発症した原発性シ
ェーグレン症候群の１女児例

山口大学大学院医学系研究科　小児科学分野
○長谷川俊史，平野玲史，市山高志

Ⅲ　特別講演〈19：30～20：30〉
座長　山口大学大学院医学系研究科　小児科学分野 

教授　市山高志 先生

「JIAの診断と最新治療　−RAとの違いを含めて」
鹿児島大学医学部保健学科 教授　武井修治 先生
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抄　　録

第47回
山口県リウマチ・膠原病（YRC）研究会

日　時：平成22年11月４日（木）18：30〜20：30
場　所：宇部全日空ホテル ３Ｆ 「万葉の間」
共　催：山口県リウマチ・膠原病研究会

大日本住友製薬株式会社




